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第 5回食品薬学シンポジウム・プログラム 

（平成 25年 11月 1-2日, 於：京都大学大学院薬学研究科・記念講堂） 

 

第一日目〔11月 1日〕 

午前 
8：45 〜 10：05 生薬天然物部会奨励研究賞授賞式・講演    座長 野口 博司（静岡県大薬） 
SD1      天然薬物からのがん転移抑制作用物質の開拓を指向したメラニン生成抑制作用成分の探索 

中嶋聡一（京都薬大, (株)エヌ・ティー・エイチ） 

SD2      生物全合成に基づく spirotryprostatin 類の生合成機構解明 

恒松雄太（静岡県大薬） 
SD3      アデニレ−ションドメインに対する高親和性プローブ開発を基盤とした二次代謝産物合成 
          酵素およびその遺伝子クラスターの同定法の確立 

石川文洋（京大院薬） 
SD4      異種発現系を利用した糸状菌二次代謝産物合成酸素遺伝子資源の有効活用 

淡川孝義（東大院薬） 

 

10：05 〜 10：10   休憩 

 

10：10 〜 12：30 一般演題                座長 青木 俊二（兵庫医療大） 

1A-1      リポキシゲナーゼ反応産物の構造特異性を決定する要因について 

（１群馬大院保健, ２千葉大名誉教授） 

〇輿石一郎１, 相見則郎２ 

1A-2      必須脂肪酸リノール酸結晶構造のダイヤモンド格子テンプレートを用いた三次元 

          モデル作成と密度汎関数法（DFT）による座標最適化 

（１千葉大名誉教授, ２東薬大薬, ３群馬大院保健, ４千葉大院薬, ５阪大名誉教授） 

○相見則郎１,渡邊素子２, 輿石一郎３,星野忠次４,根矢三郎４, 北川 勲 5 

1A-3      オトギリソウ属植物由来成分の構造と生物活性 

（北大院薬） 

○田中直伸，小林淳一 

1A-4      カカオポリフェノールの高血糖・肥満抑制効果とその作用機構 

（神大院農） 

○山下陽子, 芦田 均 

                                座長 小林 資正（阪大院薬） 

1B-1      海洋生物に含まれる麦角アルカロイド 

（東大院薬） 

○Karen Co Tan, 脇本敏幸、阿部郁朗 

1B-2      糸状菌休眠型生合成遺伝子の人為的覚醒に基づく新規天然物の獲得 

（１静岡県大薬, ２岡山大・異分野コア） 

○加藤広樹 1, 恒松雄太 1, 猿渡隆佳 1, 杉山智啓 1, 野口博司 1, 守屋央朗 2, 渡辺賢二 1 

1B-3      Chaetomium globosum由来 chaetoviridin類縁体の構造決定 

（１静岡県大薬, ２岡山大・異分野コア） 

○江田康拓 1 , 佐藤道大 1, 守屋央朗 2, 野口博司 1, 渡辺賢二 1 

1B-4      脱ユビキチン化酵素 USP7阻害物質 spongiacidin Cの海綿からの単離と活性について 

（熊大院生命） 

山口道考, ○塚本佐知子 

1B-5      TGF-βシグナル阻害活性を有する天然物トリプトペプチン Aの標的分子探索研究 

（京大院薬） 

○笠井昭太, 酒井佑宜, 恒松雄太, 服部 明, 西村慎一, 掛谷秀昭 

 
12：30 〜 13：30 休憩（昼食） 
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午後 

13：30 〜 14：15 特別講演     座長 掛谷 秀昭（京大院薬） 

 PL1       牛蒡子成分アルクチゲニンの抗がん剤としての臨床開発 

江角浩安（東京理科大学生命医科学研究所） 

 

14：15 〜 15：50   企画シンポジウム① 「食品の安全に関する化学分析」 

                               座長 穐山 浩（国立衛研）, 望月 直樹（アサヒHD） 

S1-1      食の安全におけるLC-MS/MS, TOF-MSの活用  

望月直樹（㈱アサヒHD） 

S1-2      残留農薬やカビ毒分析への免疫化学的アプローチ 

三宅司郎（（公財）京都高度技術研究所） 

S1-3      残留農薬分析の現状と課題  

斎藤 勲（（公財）科学技術交流財団） 

S1-4      食品添加物のリスク管理と分析法について 

穐山 浩（国立医薬品食品衛生研究所） 

 

15：50 〜 15：55 休憩                

 
15：55 〜 17：35       一般講演                       座長 松田 久司（京都薬大） 

1A-5      ステロールリッチ細胞膜ドメインの形成機構の解析 
（１京大院薬, ２理研環境セ） 

○西村慎一1, 徳倉将人1, 越智純子1, 吉田 稔2, 掛谷秀昭1 

 1A-6      糸状菌Chaetomium globosumにおけるchaetoviridin類生合成経路の解明 

（１静岡県大薬, ２岡山大・異分野コア） 

○佐藤道大1, 杉本 覚1, 野口博司1, 守屋央朗2, 渡辺賢二1 

1A-7      機能性野菜；トマト、タマネギ、ニンニク、ピーマンなどについて 

（１崇城大薬, ２熊本大院医） 

○野原稔弘 1, 藤原章雄 2 

1A-8      ラット肝細胞における酵素処理アスパラガス抽出物（ETAS）の抗炎症作用 

（１立命大生命, ２立命大理工, ３立命大薬） 

○西澤幹雄1, 加納麻奈1, 奥山哲矢2 ,吉開会美1, 池谷幸信3 

1A-9      ブラジル産プロポリスの生物活性について 

（１九保健福祉大院医療薬, ２アマゾンフード, ３日大薬） 

○黒川昌彦 1, 堤 重敏 2, 安川 憲 3 

 
19：00 〜 21：00 懇親会（ハイアットリージェンシー京都） 
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第二日目〔11月 2日〕 

午前 

8：40 〜 10：20 企画シンポジウム② 「疾病予防・治療と天然物薬学」               

               座長 河岸 洋和（静大・グリーン科技研）, 掛谷 秀昭（京大院薬） 

S2-1      食品に含まれるポリフェノールの機能性研究 

芦田 均（神戸大学大学院農学研究科） 

S2-2      キノコの生体調節機能とそれを司る化合物 

河岸洋和（静岡大学グリーン科学技術研究所） 

S2-3      肥満・エネルギー代謝と食品機能 

河田照雄（京都大学大学院農学研究科） 

S2-4      クルクミンと心疾患 ─情報伝達機構解明から臨床現場への展開─ 

長谷川浩二（（独）国立病院機構京都医療センター） 

 
10：20 〜 11：45  一般講演                   座長 村田 和也 （近畿大薬） 

2B-6      食品からの Nrf2-ARE経路活性化物質の同定および薬効解析 

（１京大院薬, ２京大院農, ３名大院薬）  

○泉 安彦 1, 松村敦子 1, 久米利明 1, 入江一浩 2, 赤池昭紀 3 

2B-7      銀杏中毒原因物質 4′-O-Methylpyridoxineのラット肝における in vitro代謝反応の性差 

（北医療大薬） 

〇石川美香, 亀井恵理子, 小林大祐, 吉村昭毅, 和田啓爾 

2B-8      ジャワナガコショウ (Piper chaba，果実) 含有生体機能性アミド類の血中移行 

（京都薬大） 

○松田久司，中村誠宏，山口 頂，濱尾 誠，吉川雅之 

                                 座長 池谷 幸信（立命大薬） 
2B-9      次亜塩素酸処理された野菜中臭素酸残留性へのアスコルビン酸の影響評価 

(群馬大院保健)  

○横田あずさ, 輿石一郎 

2B-10     糸状菌 Neosartorya属由来プレニル基転位酵素に関する研究  

(京大院薬) 

○宮本健吾, 石川文洋, 林 豊, 掛谷秀昭 

2B-11      Ditryptophenaline生合成経路の解明  

（１静岡県大薬, ２岡山大・異分野コア） 

○猿渡隆佳 1, 野口博司 1, 守屋央朗 2, 渡辺賢二 1 
2B-12      Aspoquinolone類の生合成研究  

（１静岡県大薬, ２南カリフォルニア大薬） 

○石川格靖 1, Clay C. C. Wang2, 野口博司 1, 渡辺賢二 1 

 

11：45 〜 12：30     ポスターセッション  
 
12：30 〜 13：30     休憩（昼食） 

 

午後 
13：30 〜 14：15       特別講演                             座長 村岡 修（近畿大薬） 

PL2       質量分析装置の最先端創薬・診断への応用  

佐藤孝明（（株）島津製作所） 

 
14：15 〜 15：15      一般講演                     座長 服部 明（京大院薬） 

2A-10     脂肪酸受容体 GPR120の発見と生理機能の解明  

（京大院薬） 

○平澤 明 

2A-11     河内晩柑の果皮成分解析と脳活性化作用  

（松山大薬） 

○天倉吉章，好村守生，山上沙織, 奥山 聡，古川美子，吉田隆志 

2A-12     多くの生活習慣病に併発する血液レオロジーの悪化に対する黒ショウガの改善作用  

（近畿大薬） 

○村田和也, 出口貴浩, 松田秀秋 

15：15 〜 15：20   休憩 
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15：20 〜 17：20 企画シンポジウム③（文科省・化学療法基盤支援活動班との合同シンポ） 

          「分子標的抗がん剤開発研究ー食品素材・天然素材等のサイエンスー」 

            座長 上原 至雅（岩手医大薬）, 長田 裕之（理研） 

S3-1      アカデミア発の創薬を夢見て －化学療法基盤支援活動の魅力 

矢守隆夫（（独）医薬品医療機器総合機構） 

S3-2      その研究に、阻害剤キットあります－化学療法基盤支援活動 
川田 学（（公財）微生物化学研究所） 

S3-3      ゼブラフィッシュ胚を用いた Wnt/β-catenin経路ケミカルサプレッサーの探索 

西谷直之（岩手医科大学薬学部） 

S3-4      山菜由来のエンドパーオキサイド化合物の抗がんメカニズム 

木村賢一（岩手大学農学部） 

S3-5      ホップ成分キサントフモールのオートファジー制御機構と抗がん活性評価 

井本正哉（慶應義塾大学理工学部） 
 



 v 

ポスター発表    
第二日目〔11月 2日〕  11：45 〜 12：30 

 

P-1       理化学研究所天然化合物バンク・NPDepoが提供する創薬研究支援 

（１理研・創薬ケミカルバンク，２理研・長田抗生物質研） 

○斎藤臣雄1,2，近藤恭光 2，長田裕之 2） 
P-2       Ricinus communisからのWntシグナル活性化作用をもつ天然物の探索 

（１千葉大院薬, ２クルナ大薬, ３ダッカ大薬） 

○大石健介１，當銘一文１，荒井 緑１，Samir K. Sadhu２，iroj Ahmed３,石橋正己１ 

P-3        Artocarpus communisからのTRAIL耐性克服作用を有する天然物の探索 

 （１千葉大院薬, ２テムコ, ３コンケン大） 

○土生 理1，當銘一文１，荒井 緑１，小谷野喬2，Thaworn Kowithayakorn3， 

石橋正己１ 

P-4       フキ(Petasites japonicus)に含有されるピロリジジンアルカロイド類の検索研究 

（千葉大院薬） 

○岡部 慧, 小暮紀行, 北島満里子, 高山廣光 

P-5       エリンギ（Pleurotus eryngii）子実体のステロイド 
（大阪薬大） 
○田中麗子, 菊地崇，前川由季菜，本間雄大，堀井祐衣，山田剛司 

P-6       スイカ（Citrullus lanatus）種子の芳香族配糖体 
（大阪薬大） 
○菊地崇，岡田理那，生嶋健司，山川孝弘, 池田谷葵, 山田剛司, 田中麗子 

P-7        qNMR法による甜茶中ルブソシドの定量 

（広島国際大薬） 

○橋本佳奈，緒方雄次，三宅勝志，金子哲夫 

P-8       セリン代謝はアクチン阻害剤への感受性を上昇させる 

（１京大院薬, ２日本マイクロバイオファーマ） 

○狩野明彦１，西村慎一１，加藤 平２，掛谷秀昭１ 

P-9       海綿由来テトラミン酸 melophlin類の潜在性結核菌に対する抗菌活性と 

          その標的分子の解明 

（阪大院薬） 

○荒井雅吉，山野 喜，神谷謙太朗，小林資正 

P-10      3,6-Epidioxy-1,10-bisaboladieneはがん細胞に対しアポトーシスと 

          ネクローシスを誘導する 

（１岩手大院農, ２岩手大院連合農） 

○髙野侑恵１，上杉祥太２，木村賢一１,２ 

P-11      マルチフロリン Aの瀉下発現メカニズムに関する研究（第７報） 

（武庫川女大薬） 

○奥 尚枝，丸山加菜，八木照世，石黒京子 

P-12      α-Glucosidase阻害剤, Salacinolの構造活性相関研究：3’位脂溶性化が活性に 

          及ぼす効果 

（１近畿大薬, ２近畿大薬総研） 

○田邉元三１，中村真也１，筒井 望１，赤木淳二２, 森川敏生２, 二宮清文２, 

仲西 功１, 吉川雅之２, 村岡 修１ 

P-13      サラシア属植物含有α-グルコシダーゼ阻害活性成分の消化管内吸収性と 

          作用時間の評価                    

（１近畿大薬, ２近畿大薬総研） 

○赤木淳二１，森川敏生２，三宅荘八郎１，二宮清文２，吉川雅之２, 村岡 修１ 

P-14      カンカニクジュヨウ（Cistanche tubulosa，肉質茎）含有フェニルエタノイド配糖体  

          成分の抗糖尿病作用 

（１近畿大薬総研, ２瀋陽薬大, ３新疆中薬民族薬研, ４栄進商事） 

○二宮清文１，森川敏生１，赤木淳二１，今村美緒１, 藤倉翔太１, 潘 英媛１, ２,  

吉川雅之１, 袁 丹２, 賈 暁光３, 李 征４, 村岡 修１ 

P-15      タイ天然薬物Kaempferia parviflora由来メトキシフラボノイド成分のメラニン産生  

          抑制作用 

（近畿大薬総研） 

○森川敏生，二宮清文，Chaipech Saowanee1，三宅荘八郎，坪山晃大,  

早川堯夫, 村岡 修 
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P-16      茶花（Camellia sinensis，花蕾部）の生物活性サポニンおよびフラボノイド成分 

          の定量分析 

（１近畿大薬総研，2小林製薬，3国立中国医薬研） 

森川敏生1，○奥川修平1,2，二宮清文1，三宅荘八郎１，三木芳信１，北川仁一朗２， 

吉川雅之２, 李 宜融３, 村岡 修１ 

P-17      免疫機能を向上する機能性食品素材“ウシ後期初乳”の有用性 

（小林製薬） 

○弘津圭祐，内田健志，山口博史，川西 貴 

P-18      L-シトルリンの抗肥満効果 

（1武庫川女大薬，2プロテインケミカル） 

吉富久恵 1，○山岸淑恵２，桃尾麻岐 1，勝呂 栞 2，高 明１ 

P-19      和漢薬と薬膳 

（北陸大薬） 

○劉 園英 

P-20      茶ツバキ混合発酵茶の成分とツバキサポニン定量法 

（1長崎大院医歯薬, 2長崎県農林技セ, 3長崎大産学官連携, ４長崎県大院人間健康科学） 

○辻田高明 1, 松尾洋介１, 齊藤義紀 1, 宮田裕次２, 田嶋幸一２, 久林高市２, 

田丸静香４, 永田保夫３, 田中一成４, 田中 隆１ 

P-21      薬用食用植物タコノアシの抗酸化ポリフェノール成分 

（1長崎大院医歯薬, ２澳門科技大） 

○江良真名美１，松尾洋介１，齊藤義紀1, 姜 志宏２, 田中 隆１ 

P-22      天然物特異的モノクローナル抗体を利用したバイカレインの細胞内局在及び 

          標的分子同定 

（長崎国際大薬） 

○宇都拓洋，Nguyen Huu Tung，森永 紀，正山征洋  

P-23      インド産茶花 (Camellia sinensis および C. sinensis var. assamica) のトリテルペン配糖体成分                   

（京都薬大） 

◯太田智絵，中村誠宏，松本崇宏，藤本勝好，吉川雅之，松田久司 

P-24      中国産白梅花（Prunus mume）の生体機能性成分 

（京都薬大） 

◯松本崇宏，中村誠宏，藤本勝好，太田智絵，吉川雅之，松田久司 

P-25      タイ産天然薬物Salacia chinensis 葉部の含有成分 

（１京都薬大, ２近畿大薬） 

◯中村誠宏１，張 禕１，村岡 修２，吉川雅之１，松田久司１ 

P-26      コーヒー豆の品種判別マーカーの探索と品種判別の可能性 

（１アサヒHD, ２アサヒ飲料） 

○鷲田和人１, 岡田賢次２, 坂井浩晃１, 鴨脚 毅１, 望月直樹１ 

P-27      南米薬樹タヒボの抗腫瘍およびがん予防効果 

（１薬用植物研究開発セ，２近畿大農，３金沢大院医薬保健総研） 

○上田和典１，福田陽一１，山下光明２，徳田春邦３，飯田 彰２ 

P-28      伝承薬物Tabebuia avellanedaeの抗酸化および抗炎症作用 

（１近畿大農，２薬用植物研究開発セ，３長春中医薬大，４金沢大院医薬保健総研） 

○笠井彩加1，上田和典２，福田陽一２，山下光明１，鈴木郁功3，徳田春邦４, 

飯田 彰１ 

P-29      ゲンノショウコに含まれるゲラニインの抗腫瘍効果 

（微生物化研） 

○立田大輔, 大庭俊一, 梅沢洋二, 百瀬 功, 野本明男 

P-30      甘草の成分による一酸化窒素産生誘導の制御 

（１立命大薬，２立命大生命） 

○種本龍之亮1，松尾洋孝１，吉開会美２，西澤幹雄２，池谷幸信１ 

P-31      アオジソの一酸化窒素産生抑制成分に関する研究 

（１立命大薬，２立命大生命） 

○難波真由里１, 芳中奈生１, 松尾洋孝１, 山本有香２, 吉開会美２，西澤幹雄２, 

池谷幸信１ 

 


	（小林製薬）

